
 第１１回下関市景観賞概要  
 

１ 趣旨 

 下関市の良好な景観の形成に向けて、「下関市景観条例」に基づき、市民への景観ま

ちづくりに対する関心の醸成、活動者等のさらなる意識高揚を図るため、「下関市景観

賞」を実施。 

 

２ 募集内容 

(1) 景観フォトコンテスト部門 

下関市内の「私が残したい素晴らしい景観」をテーマとした写真が対象。 

(2) 景観デザイン部門 

下関市内にある、良好な景観を形成している建築物・工作物（ﾘﾌｫｰﾑ・ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝを

含む。）が対象。 

(3) 景観まちづくり活動部門 

下関市内で行われている、良好な景観を形成するための活動が対象。 

 

３ 募集方法及び応募件数 

(1) 募集期間 令和２年(2020 年)７月１日(水) ～ ８月３１日（月） 

(2) 募集広報 市長定例記者会見、市ホームページ、市報７月号、Facebook、テレビ

広報（J：COM）、ラジオ広報（カモン FM） 

(3) 応募件数 ３５件 

 

４ 選考 

(1) 選考者  下関市景観審議会デザイン委員会委員（10 人） 

(2) 選考対象 ３４件（応募件数のうち、募集要件を満たさない 1 件を除外。） 

(3) 選考方法 

ア 書面審査（9 月 14 日(月)～9 月 29 日(火)） 

選考対象についてデザイン委員会委員による書面審査を実施。 

各部門で得票数の多かったものを最終審査対象として選定。 

（最終審査対象：景観フォトコンテスト部門 9 件、景観デザイン部門 2 件、景観まちづく

り活動部門 2 件） 

イ 現地審査（10 月 30 日(金)9:00～14:40） 

最終審査対象のうち、３件について、デザイン委員会委員（10 人中 6 人）が現

地審査。 

※景観フォトコンテスト部門案件は写真で審査するため、現地審査対象外。 

※景観まちづくり活動２件のうち１件は現地審査に適さないため、現地審査対象外。 

ウ 最終審査（10 月 30 日(金)14:50～15:45） 

現地審査、資料を踏まえ、デザイン委員会委員（10 人中 6 人）により、表彰案

件を選定。 

景観フォトコンテスト部門 

景観賞 「響灘を望む素敵なサンセットスポット」 

（撮影場所：彦島ナイスビューパーク）（受賞者：鈴木 浩介） 

優秀賞２件 

・「暮れなずむ海辺に沈む夕日」 

（撮影場所：吉母の海岸）（受賞者：山川 孝一） 

・「星空に願いを込めて」 

（撮影場所：福徳稲荷神社）（受賞者：重松 将史） 

入選５件 

・「ダイヤモンドを散りばめた夕闇の関門海峡」 

（撮影場所：火の山山頂）（受賞者：山川 孝一） 

・「幻想的な紺碧の海と空」 

（撮影場所：火の山山頂駐車場）（受賞者：山川 孝一） 

・「大動脈 関門海峡の美」 

（撮影場所：火の山公園展望台）（受賞者：松下 博） 

・「海をつなぎ陸をつなぐ」 

（撮影場所：関彦橋）（受賞者：重松 将史） 

・「長門鉄道 昭和３１年３月廃止（JR 小月駅～豊田町西市間）」 

（撮影場所：豊田図書館の入口、菊川町西中山農道路のそば） 

（受賞者：藤田 敬治） 

 

景観デザイン部門 

景観賞 「Ａｇａｗａ、ＪＲ阿川駅待合所」 

（所在地：下関市豊北町大字阿川水取 3653） 

（受賞者：株式会社ｈａｓｅ、西日本旅客鉄道株式会社広島支社） 

 

景観まちづくり活動部門 

景観賞 「彦島ナイスビューパーク内のあずまやを「ヒコハツ！」＋地元

有志でリノベーションした活動」 

（活動場所：彦島迫町六丁目 1-40 ナイスビューパーク内） 

（受賞者：ヒコハツ！ 共同代表 鈴木 浩介） 

特別賞 「海峡線香花火大会」 

（受賞者：中村 周生） 

 

５ 表彰式 

(1) 日時  令和２年１２月２２日(火)１０：００ ～ 

(2) 場所  下関市役所本庁舎東棟５階 市長応接室 

(3) 出席者 １２人：受賞関係者３人、デザイン委員会会長、前田市長、都市整備部

職員７人 



景観フォトコンテスト部門 
【景観賞】 
「響灘を望む素敵なサンセットスポット」 
（撮影場所：彦島ナイスビューパーク） 
（受賞者：鈴木 浩介） 
[応募者コメント] 

響灘を臨むこの場所のサンセットは非常に美しく、竹の子島・彦島・北九州・六連島・長

州出島・蓋井島までを美しく彩ります。無料の双眼鏡は密かな人気スポットです。 

[講評] 

海と夕日のコントラスト、および、双眼鏡をのぞく子どもの後ろ姿を印象的に捉え、のび

やかな美しい眺望にいざなっている点が評価されました。 
 

 

 

 

 

 

 

  

景観フォトコンテスト部門 
【優秀賞】２件 
「暮れなずむ海辺に沈む夕日」 
（撮影場所：吉母の海岸）（受賞者：山川 孝一） 
[応募者コメント] 

大潮の時、潮が引くと、岩礁が砂浜の水際まで現れます。夕日が沈む時間帯とタイミング

が合えば、ここから眺める夕日は、絶景です（遠くに見えるのは、蓋井島です。）。 

[講評] 

変化に富む岩礁の先に広がる光輝く海と夕日、そして、一層美しい夕空を捉えている点が

評価されました。 
 

「星空に願いを込めて」 

（撮影場所：福徳稲荷神社）（受賞者：重松 将史） 
[応募者コメント] 

下関市内で満天の星空を見ることができる、数少ない場所だと思います。撮影日には天の

川を撮ることができました。 

[講評] 

満点の美しい星空を、赤色に映える鳥居が際立たせている点が評価されました。 
 

  



景観フォトコンテスト部門 
【入選】５件 
「ダイヤモンドを散りばめた夕闇の関門海峡」 

（撮影場所：火の山山頂）（受賞者：山川 孝一） 
[応募者コメント] 

火の山山頂から眺める関門海峡の景観は、東洋のモナコと言われるほど素晴らしいもので

す。ましてや、夜景は、日本の三大夜景と言われるところと比べても、決して劣るものでは

ありません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「幻想的な紺碧の海と空」 

（撮影場所：火の山山頂駐車場）（受賞者：山川 孝一） 
[応募者コメント] 

 火の山山頂から眺めるパノラマ眺望は、全国どこを見回しても、ここに勝るところはあり

ません。特に空気の澄んだ日の、海と空が織りなす眺望は絶景です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大動脈 関門海峡の美」 

（撮影場所：火の山公園展望台）（受賞者：松下 博） 
[応募者コメント] 

 ７月、８月は雨とスモッグが多く、撮影の機会が少ない中、８月中旬に１日だけ撮影の機

会あり、唯一の１枚です。美しさの中に機動性を備えた関門橋と関門海峡、私が残したい素

晴らしい景観です。もっともっと沢山の人に見ていただきたい景観でもあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「海をつなぎ陸をつなぐ」 

（撮影場所：関彦橋）（受賞者：重松 将史） 

[応募者コメント] 

下関漁港閘門は、日本海と瀬戸内海、彦島と本州をつなぐ橋であり、未来に残したい風景

だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「長門鉄道 昭和３１年３月廃止（JR 小月駅～豊田町西市間）」 

（撮影場所：豊田図書館の入口、菊川町西中山農道路のそば）（受賞者：藤田 敬治） 

[応募者コメント] 

豊田町西市図書館の入口に車輪があります。菊川町西中山農道路のそばに長門鉄道のトン

ネル跡があります。全線で１箇所のトンネルです。行くには、雑草で足元が悪い。小学校低

学年まで長門鉄道で通学でした。市民の中には、長門鉄道が懐かしい人もいると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



景観デザイン部門 

【景観賞】 
「Ａｇａｗａ、ＪＲ阿川駅待合所」 
（所在地：下関市豊北町大字阿川水取３６５３） 
（受賞者：株式会社ｈａｓｅ、西日本旅客鉄道株式会社広島支社） 
[講評] 

無人駅のエントランス部分に、シンプルな造りの建物が３棟、建ち並んでいます。都会的

な建物でありながら、ガラス張りで透明感があることから、周りの田畑やそばに立つメタセ

コイアも取り込んで、周囲の風景にバランスよく溶け込んでいます。 

商業施設Ａｇａｗａでは地元食材を使った飲食物の提供、地元のおみやげ販売、レンタサ

イクルなども展開しており、１日に数十人しかいなかった駅の利用者が週末には数百人規模

となり、地域の新たな憩いと集いの場として地域活性化につながっています。 

外部空間と内部空間を隔てない発想、および、駅が元々持っていた「溜まり」の場として

の役割をもう一度見直そうとして、成功に導いている点が評価されました。 
 

  

景観まちづくり活動部門 
【景観賞】 
「彦島ナイスビューパーク内のあずまやを「ヒコハツ！」＋地元有志でリノベー
ションした活動」 
（活動場所：彦島迫町六丁目１－４０ナイスビューパーク内） 
（受賞者：ヒコハツ！ 共同代表 鈴木 浩介） 
[講評] 

破損し老朽化していた公園のあずまやを、彦島の地元有志たちが数日かけて、自主的に修

復改善を行ったＤＩＹリノベーション活動です。 

軒とハイカウンターの高さ、位置を調整し、地味でも派手でもなく親しめる色合いを選択

し、中に入れば、海や空の素晴らしい景色を映画のスクリーンのように切り取った形で眺め

ることができる「みんなにとってのカウンター席」となっています。 

自分たちの街の景観を大事に守るため、材料を持ち寄り、自主的に活動している点、そし

て、完成後のメンテナンス活動も行い、リノベーションに継続性がある点などが評価されま

した。 
 

  



景観まちづくり活動部門 
【特別賞】   ※特別賞は、景観賞に準じる案件を表彰するものです。 

「海峡線香花火大会」 
（受賞者：中村 周生） 
[講評] 

新型コロナウィルスにより中止となった有数の「関門海峡花火大会」の代わりになるよう、

打ち上げ花火１５,０００発と同数の線香花火を１５,０００人に配って、令和２年８月１３

日２０時に一斉に花火をともしてＳＮＳに投稿してもらい、インターネット上で花火大会を

行ったというアイデアあふれる、大勢参加の活動です。 

クラウドファンディングや伝統的で高品質な線香花火を用意するなど、様々な工夫を凝ら

し、実現させています。 

下関出身の大学生が、新型コロナウィルスに対応するために、インパクトのあるアイデア・

方法を独自に考案した点、および、関門両市にとっての一大風物詩である海峡花火大会を途

絶えさせないでつないでいこうと願い、かなえさせた点が評価されました。 
 

 


